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ＭＦＳ米国中型 
成長株式ファンド 
（為替ヘッジなし） 

【運用報告書（全体版）】 
(2023年１月26日から2024年１月25日まで) 

第 ３ 期 

決算日 2024年１月25日 

 

受益者の皆さまへ 
平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。 

当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、主

として米国の取引所に上場している中型株式等に

投資し、信託財産の中長期的な成長を目指しま

す。当期についても、運用方針に沿った運用を行

いました。 

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。 

 
 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 無期限（設定日：2021年２月10日） 

運用方針 投資信託証券への投資を通じて、主とし
て米国の取引所に上場している中型株式
等に投資し、信託財産の中長期的な成長
を目指します。 

主要投資対象 当ファンドは以下の投資信託証券を主要
投資対象とします。 

ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 

米国の中型株式等 

マネー・トラスト・マザーファンド 

円貨建ての短期公社債および短期金融
商品 

当ファンドの 
運用方法 

■主として米国の取引所に上場している
中型株式等に投資を行います。 

■実質的な運用は、長期運用の実績を持
つマサチューセッツ・ファイナンシャ
ル・サービセズ・カンパニー（ＭＦ
Ｓ）が行います。 

■実質組入外貨建資産については、原則
として対円での為替ヘッジを行いませ
ん。 

組入制限 ■外貨建資産への実質投資割合には、制
限を設けません。 

分配方針 ■年１回（原則として毎年１月25日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配金額を決定します。 

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。 

※委託会社の判断により分配を行わない場合も
あるため、将来の分配金の支払いおよびその
金額について保証するものではありません。 

 
ファンドは複利効果による信託財産
の成長を優先するため、分配を極力
抑制します。 
（基準価額水準、市況動向等によっ
ては変更する場合があります。） 

 



ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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－ 1 － 

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位
未満の数値については小数を表記する場合があります。 
 

設定以来の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
公 社 債 

組入比率 

投資信託 

証券組入 

比  率 

純 資 産 

総  額 (分配落) 
税 込 

分配金 

期 中 

騰落率 

(設 定 日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 
2021年２月10日 10,000 － － － － 31,195 

１期(2022年１月25日) 9,938 0 △0.6 0.0 98.8 53,847 

２期(2023年１月25日) 9,961 0 0.2 0.0 98.3 36,342 

３期(2024年１月25日) 12,858 0 29.1 0.0 98.6 28,204 
 
※基準価額の騰落率は分配金込み。 
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 

公 社 債 
組入比率 

投資信託 

証券組入 
比  率 

 騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％ 
2023年１月25日 9,961 － 0.0 98.3 

  １月末 9,895 △ 0.7 0.0 98.6 

  ２月末 10,247 2.9 0.0 99.0 

  ３月末 10,134 1.7 0.0 98.3 

  ４月末 10,141 1.8 0.0 98.0 

  ５月末 10,679 7.2 0.0 98.9 

  ６月末 11,554 16.0 0.0 99.7 

  ７月末 11,523 15.7 0.0 98.5 

  ８月末 11,818 18.6 0.0 99.3 

  ９月末 11,442 14.9 0.0 99.0 

  10月末 10,879 9.2 0.0 98.6 

  11月末 11,950 20.0 0.0 98.9 

  12月末 12,217 22.6 0.0 98.9 

(期   末)     
2024年１月25日 12,858 29.1 0.0 98.6 

 
※騰落率は期首比です。 
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 



1 運用経過
基準価額等の推移について（2023年１月26日から2024年１月25日まで）

基準価額等の推移

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※�分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）
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純資産総額（百万円）：右軸

分配金再投資基準価額（円）：左軸
基準価額（円）：左軸

期 首 9,961円

期 末 12,858円
（既払分配金０円（税引前））

騰 落 率 ＋29.1％
（分配金再投資ベース）

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

※分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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基準価額の主な変動要因（2023年１月26日から2024年１月25日まで）

　当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として、米国の取引所に上場している中型
株式等に投資を行いました。
　実質組入外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行っていません。

●米国でインフレ鈍化を背景に、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の利上げサイクル終了へ
の期待が高まったこと
●景気や企業業績が底堅く、ＦＲＢが急激な景気悪化を回避しつつインフレを克服できる
との見方が強まったこと
●日米の金融政策の違いを背景に米ドル高・円安が進行したこと

●米国の中堅銀行の経営破綻やスイス大手銀行の経営危機を受けて、金融システムへの懸
念が強まったこと
●ＦＲＢによる高金利政策の長期化懸念が強まる中、中国経済の変調や中東情勢の悪化が
重なったこと

上昇要因

下落要因
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投資環境について（2023年１月26日から2024年１月25日まで）

期間における米国中型株式市場は、上昇しました。為替市場では、米ドルに対して円安
となりました。

米国中型株式市場
　ＦＲＢの利上げ継続への懸念の中、３月に
米中堅銀行の破綻やスイス大手銀行の経営危
機を受けた金融システム不安から下落し、５
月まで一進一退となりました。６月に入り、
米インフレ鈍化を背景に、ＦＲＢの利上げサ
イクル終了への期待が高まり、上昇に転じま
した。
　８月から10月は、ＦＲＢの高金利政策の
長期化懸念が強まる中、中国経済の変調や中
東情勢の悪化が重なり、期初水準を下回って
下落しました。11月以降は、底堅い景気や
企業業績を受けてＦＲＢが急激な景気悪化を
回避しつつインフレを克服できるとの見方が
強まり、上昇基調を維持しました。
　期を通じて見ると、米国中型株式市場は上
昇しました。成長株と割安株の比較では、長
期金利（10年国債利回り）低下の恩恵を受け
やすい成長株が相対的に堅調となりました。

為替市場
　期末の米ドル・円は、期初と比較して米ド
ル高・円安となりました。
金融システム不安や米インフレ鈍化を背景
に円が買われる場面もありましたが、ＦＲＢ
が米インフレの高進を受けて金融引き締め姿
勢を続けた一方、日銀が金融緩和政策を維持
したことから日米金利差が意識され、期を通
じて概ね米ドル高・円安が進行しました。
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ポートフォリオについて（2023年１月26日から2024年１月25日まで）

当ファンド
　期を通じて、主要投資対象である「ＭＦＳ
米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジな
し）（適格機関投資家専用）」を高位に組み入れ
ました。

ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
●業種配分
期末の組入上位業種は、情報技術、資本

財・サービス、ヘルスケアとなっています。
個別銘柄の売買や株価の変動の結果、期初比
では、情報技術やコミュニケーション・サー
ビスなどの配分が増えた一方、一般消費財・
サービスや不動産などの配分が減る結果とな
りました。

●個別銘柄
期末の組入上位銘柄は、電力ソリューショ
ン設計・開発のモノリシック・パワー・シス
テムズ（米/情報技術）、半導体設計用ソフト
ウェアを供給するケイデンス・デザイン・シ
ステムズ（米/情報技術）、保険仲介、リスク

管理サービスのアーサー・Ｊ・ギャラガー
（米/金融）となっています。
　期中の売買では、医療用部材メーカーのウ
エスト・ファーマシューティカル・サービシ
ズ（米/ヘルスケア）を新規に組み入れた一方、
ポンプ製品、給水装置などの製造・販売のア
イデックス（米/資本財・サービス）を全売却
しました。

●ポートフォリオの特性
米国中型株式を中心に、企業ファンダメン
タルズ（業績、財務内容などの基礎的諸条件）
の分析に基づき、強い価格決定力を備え、ク
オリティの高い持続的なキャッシュフローの
成長が期待できる企業群への投資を継続して
います。
　その結果、期末では、10業種86銘柄に分
散したポートフォリオを構築しています。

マネー・トラスト・マザーファンド
主として、円貨建ての短期公社債および短
期金融商品に投資し、安定した収益の確保を
目指した運用を行いました。

ベンチマークとの差異について（2023年１月26日から2024年１月25日まで）

ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。
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分配金について（2023年１月26日から2024年１月25日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第３期 　期間の分配は、複利効果による信託財産
の成長を優先するため、見送りといたしま
した。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 2,858�
※��単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※��「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

2 今後の運用方針
当ファンド
　期を通じて、主要投資対象である「ＭＦＳ
米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジな
し）（適格機関投資家専用）」を高位に組み入れ
ます。

ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　米国株式市場では、ＦＲＢが米経済の急激
な悪化を回避しつつインフレを克服できると
の見方が広がる中、2024年の利下げへの期
待感が高まっています。景気や企業業績の動
向などでＦＲＢの金融政策を睨んで不安定な
動きが続くことが予想されますが、足元の株

価に割高感はなく、中長期的には堅調に推移
することが期待されます。
　当ファンドでは、企業収益およびキャッ
シュフローの成長が長期的には株価を決定す
るとの信念のもと、ＭＦＳ独自のリサーチプ
ロセスに基づき、ボトムアップで企業ファン
ダメンタルズを分析します。強い価格決定力
を備え、クオリティの高い持続的なキャッ
シュフローの成長が期待できる企業群を見出
し、長期的視野に基づいて、市場で企業価値
が過小評価されていると判断した銘柄への投
資を継続します。
　組入外貨建資産については、対円での為替
ヘッジを行いません。
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3 お知らせ
約款変更について

●信託期間を無期限とすることに伴い、信託約款に所要の変更を行いました。
（適用日：2023年10月20日)

マネー・トラスト・マザーファンド
円貨建ての短期公社債および短期金融商品
に投資し、安定した収益の確保を目指します。
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１万口当たりの費用明細（2023年１月26日から2024年１月25日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a）信 託 報 酬 126円 1.133％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は11,144円です。
投信会社：ファンド運用の指図等の対価
販売会社：��交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファン

ドの管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社：��ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図

の実行等の対価

（ 投 信 会 社 ） （37） （0.330）

（ 販 売 会 社 ） （86） （0.770）

（ 受 託 会 社 ） （4） （0.033）

（b）売買委託手数料 －　 －　 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：��有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う

手数料（ 株 式 ） （－） （－）

（先物･オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c）有価証券取引税 －　 －　 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
��有価証券取引税：��有価証券の取引の都度発生する取引に関する

税金（ 株 式 ） （－） （－）

（ 公 社 債 ） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d）そ の 他 費 用 1　 0.007　 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用：��海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お

よび資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（ 保 管 費 用 ） （－） （－）

（ 監 査 費 用 ） （1） （0.006）

（ そ の 他 ） （0） （0.001）

合 計 127　 1.140　

※��期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により
算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※�売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

※ 各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 

品 名：pm371_02_183902_【全体版】帯・ノンブル（8P）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user

プリント日時：2024/02/19 10:50:00 
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参考情報 総経費率（年率換算）

総経費率
1.85%

運用管理費用
0.67%

運用管理費用
（受託会社） 0.03%

運用管理費用
（販売会社） 0.77%

運用管理費用
（投信会社） 0.33%

投資先ファンドの費用 0.71%2 当ファンドの費用 1.14%1

その他費用
0.01%

運用管理費用以外
0.04%

総経費率（ 1 + 2 ） 1.85％
1 当ファンドの費用の比率 1.14％

2
投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.67％
投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.04％

※ 1の各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、各比率
は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。「１万口当たりの費用明細」の各比率と
は、値が異なる場合があります。
※ 2の投資先ファンド（当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く））の費用は、
「１万口当たりの費用明細」をもとに、投資先ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費用を
計算しています。
※ 1と 2の費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。ま
た、計上された期間が異なる場合があります。
※�上記の前提条件で算出している参考値であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した比率に、
投資先ファンドの経費率を加えた総経費率（年率）は1.85％です。

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 

品 名：pm371_02_183902_【全体版】帯・ノンブル（8P）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user

プリント日時：2024/02/19 10:50:00 
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当期中の売買及び取引の状況(2023年１月26日から2024年１月25日まで) 
投資信託証券 
 

 
買     付 売     付 

口   数 買 付 額 口   数 売 付 額 

    口 千円 口 千円 

国内   
ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド 
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 

－ － 13,876,861,283 16,364,800 

 
※金額は受渡し代金。 
※国内には、円建ての外国籍投資信託証券を含みます。 

 

利害関係人との取引状況等(2023年１月26日から2024年１月25日まで) 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2023年１月26日から2024年１月25日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2024年１月25日現在) 
(１)ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 
 

フ ァ ン ド 名 
期首(前期末) 期     末 

口   数 口   数 評 価 額 組 入 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド 
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 

34,193,091,066 20,316,229,783 27,812,918 98.6 

合  計 34,193,091,066 20,316,229,783 27,812,918 98.6 
 
※組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 
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(２)親投資信託残高 
 

種     類 
期首(前期末) 期        末 

口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・トラスト・マザーファンド 1,003 1,003 998 
 
※マネー・トラスト・マザーファンドの期末の受益権総口数は16,009,841口です。 

 

投資信託財産の構成 (2024年１月25日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

投 資 信 託 受 益 証 券 27,812,918 97.5 

マ ネ ー ・ ト ラ ス ト ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 998 0.0 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 719,567 2.5 

投 資 信 託 財 産 総 額 28,533,485 100.0 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2024年１月25日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 28,533,485,017円 
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 719,567,850  
 投資信託受益証券(評価額) 27,812,918,572  

 
マ ネ ー ・ ト ラ ス ト ・ 
マザーファンド(評価額) 

998,595  

(B) 負 債 329,064,956  
 未 払 解 約 金 163,658,016  
 未 払 信 託 報 酬 164,428,749  
 そ の 他 未 払 費 用 978,191  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 28,204,420,061  
 元 本 21,935,011,662  
 次 期 繰 越 損 益 金 6,269,408,399  

(D) 受 益 権 総 口 数 21,935,011,662口 
 １万口当たり基準価額(C/D) 12,858円 

 
※当期における期首元本額36,486,360,091円、期中追加設定元本
額211,569,950円、期中一部解約元本額14,762,918,379円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2023年１月26日 至2024年１月25日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 △      164,099円 
 受 取 利 息 72,442  
 支 払 利 息 △      236,541  

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 6,692,443,787  
 売 買 益 8,231,501,353  
 売 買 損 △1,539,057,566  

(C) 信 託 報 酬 等 △  363,164,203  
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) 6,329,115,485  
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △   61,294,301  
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,587,215  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (△      190,587)  
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (      1,777,802)  

(G) 合 計       ( D + E + F ) 6,269,408,399  
 次 期 繰 越 損 益 金 ( G ) 6,269,408,399  
 追 加 信 託 差 損 益 金 1,587,215  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (△      190,587)  
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (      1,777,802)  
 分 配 準 備 積 立 金 6,267,981,590  
 繰 越 損 益 金 △      160,406  

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公
社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。 

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

※分配金の計算過程は以下の通りです。 

 当     期 

(a) 経費控除後の配当等収益 0円 
(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 6,267,981,590  
(c) 収益調整金 1,777,802  
(d) 分配準備積立金 0  
(e) 当期分配対象額(a+b+c+d) 6,269,759,392  
 １万口当たり当期分配対象額 2,858.33  

(f) 分配金 0  
 １万口当たり分配金 0  

 
 

分配金のお知らせ 
 

１万口当たり分配金(税引前) 
当 期 

0円 
 
 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 

 



MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

○１万口当たりの費用明細 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

項 目 当 期 項 目 の 概 要
金 額 比 率 

円 ％ 

（a） 信 託 報 酬 77 0.680 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） (74)  (0.658)  委託した資金の運用の対価 

（ 販 売 会 社 ） ( 0)  (0.003)  口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 

（ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.019)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.011   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（ 株  式 ） ( 1)  (0.011)  

（ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)  

（c） そ の 他 費 用 4   0.038   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ 保 管 費 用 ） ( 4)  (0.036)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

（ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

（ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

合 計 82   0.729   

期中の平均基準価額は、11,254円です。 

＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 

第２期（2022年11月22日～2023年11月20日）

◎ファンドの概要

運 用 会 社 MFSインベストメント・マネジメント株式会社 

運 用 方 針 

①MFS米国中型グロース株マザーファンド(以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通
じて、米国の中型株式等を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。
なお、中型株式等とは、時価総額をもとにマサチューセッツ・ファイナンシャル・サービセズ・カンパ
ニーが中型と判断した銘柄をいい、リート（上場不動産投資信託）およびDR（預託証券）を含みます。
また、大型株式や米国以外の株式を保有する場合があります。

②マザーファンドでは、徹底したボトムアップ・アプローチにより、米国の中型株式等の中から中長期的
に成長が期待できる銘柄を中心に投資します。 

③株式の実質組入比率は、原則として高位を維持します。 
④実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 
⑤マサチューセッツ・ファイナンシャル・サービセズ・カンパニーにマザーファンドの運用の指図（国内
の短期金融資産の運用の指図に係る権限を除きます。）を委託します。 

⑥当初設定後一定期間および資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合やファ
ンドの投資目的が達成されない場合があります。

主要投資対象 マザーファンド受益証券を主要な投資対象とします。
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MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

○組入資産の明細 (2023年11月20日現在)

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

千口 千口 千円 

MFS米国中型グロース株マザーファンド 34,963,714 21,381,030 28,299,932 

＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年11月20日現在)

項 目 当 期 末

円 

(A) 資産 28,429,518,810  

コール・ローン等 129,586,626  

MFS米国中型グロース株マザーファンド(評価額) 28,299,932,184  

(B) 負債 105,519,357  

未払信託報酬 105,308,960  

未払利息 248  

その他未払費用 210,149 

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 28,323,999,453  

元本 22,118,997,900  

次期繰越損益金 6,205,001,553 

(D) 受益権総口数 22,118,997,900口 

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,805円 

[元本増減] 

期 首 元 本 額 35,929,722,877円

期中追加設定元本額 0円

期中一部解約元本額 13,810,724,977円

１口当たり純資産額 1.2805円

○損益の状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

項 目 当 期

円 

(A) 配当等収益 △ 897

支払利息 △ 897

(B) 有価証券売買損益 4,632,211,272

売買益 5,673,120,684

売買損 △1,040,909,412

(C) 信託報酬等 △ 226,314,573

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,405,895,802

(E) 前期繰越損益金 1,522,976,642

(F) 追加信託差損益金 276,129,109  

(配当等相当額) ( 7,121,860) 

(売買損益相当額) (    269,007,249) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 6,205,001,553 

(H) 収益分配金 0  

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 6,205,001,553 

追加信託差損益金 276,129,109  

(配当等相当額) ( 7,121,860) 

(売買損益相当額) (    269,007,249) 

分配準備積立金 5,928,872,444 

(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

(注2) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注4) 当期において、マザーファンドおよび当ファンドの投資信託財

産の運用の指図にかかる権限の一部を委託するために要する

費用として、委託者報酬から支払う額は99,367,997円です。 

(注5) 当期末における費用控除後の配当等収益（138,344,958円）、費

用控除後の有価証券等損益額（4,267,550,844円）、信託約款に

規定する収益調整金（276,129,109円）および分配準備積立金

（1,522,976,642円）より分配対象収益は6,205,001,553円（１万

口当たり2,805円）ですが、当期に分配した金額はありません。

親投資信託残高 
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MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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マネー・トラスト・マザーファンド
第８期（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

信託期間 無期限（設定日：2016年１月29日）

運用方針 ■主として、円貨建ての短期公社債および短期金融商品に投資し、安定した収益の確保を目指しま
す。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ 百万円
４期（2019年10月15日） 9,980 △0.1 68.7 10
５期（2020年10月12日） 9,970 △0.1 74.8 12
６期（2021年10月12日） 9,962 △0.1 70.1 15
７期（2022年10月12日） 9,958 △0.0 73.8 15
８期（2023年10月12日） 9,952 △0.1 75.0 15

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％
2022年10月12日 9,958 － 73.8

10月末 9,957 △0.0 73.7
11月末 9,955 △0.0 73.7
12月末 9,953 △0.1 73.8

2023年１月末 9,955 △0.0 73.7
２月末 9,954 △0.0 73.7
３月末 9,955 △0.0 73.6
４月末 9,955 △0.0 75.0
５月末 9,955 △0.0 74.9
６月末 9,954 △0.0 75.0
７月末 9,952 △0.1 75.0
８月末 9,952 △0.1 74.9
９月末 9,952 △0.1 75.0

（期　　　末）
2023年10月12日 9,952 △0.1 75.0

※騰落率は期首比です。
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マネー・トラスト・マザーファンド

１ 運用経過

基準価額等の推移について（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

基準価額等の推移

期 首 9,958円

期 末 9,952円

騰 落 率 －0.1％

基準価額の主な変動要因（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

　当ファンドは、円建ての公社債および短期金融商品などへ投資しました。

下落要因 ・日銀によるマイナス金利政策が継続され、主要投資対象である短期公社債や短期
金融商品におけるマイナス利回りが続いたこと

投資環境について（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

短期金利は、低下しました。

　世界的にインフレが高止まりを続けたことや、欧米中央銀行による大幅な利上げの継続を背景
に円安が進行したことから、国内でも物価上昇率が拡大し、ＣＰＩコア（生鮮食品除く消費者物
価指数）は一時、前年比＋４％台まで上昇しました。この間、日銀は市場機能への配慮や物価上
振れリスクへの対応として、長期金利（10年国債利回り）の許容変動幅拡大や事実上の上限引き
上げを行うなど、イールドカーブ・コントロール（長短金利操作）の運用を柔軟化しました。し
かし、日銀は賃金の上昇を伴う形での物価目標の達成を目指すために、イールドカーブ・コント
ロールの枠組みは維持し、日銀当座預金の一部へのマイナス金利付利を継続しました。

国庫短期証券３ヵ月物利回りは、欧米での金融不安の影響でリスク回避の動きが強まった３月
や、年末越え運用ニーズが高まった９月末に、一時的に大きく低下する局面もありましたが、期
を通じて概ねレンジ推移となりました。

9,930

9,940

9,950

9,960

9,970

0

20

'22/11 12 '23/1 2 3 4 5 6 7 8 9期首 期末

基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸
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マネー・トラスト・マザーファンド

ポートフォリオについて（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

　短期金利は低位での推移が継続するとの見通しから、残存０年から１年３ヵ月までの円建て公
社債および短期金融商品で構築したポートフォリオを維持しました。また、マイナス利回りの影
響を抑制することに配慮しながら、短期公社債の組入れを行いました。

ベンチマークとの差異について（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

２ 今後の運用方針

　ＣＰＩコアの前年比伸び率は、政策効果によって＋３％台に低下しており、先行きも輸入物価
を起点とするコストプッシュ圧力の弱まりにより減速基調となる見通しです。日銀は賃金の上昇
を伴う形での物価目標の達成に必要な時点までイールドカーブ・コントロールの枠組みを維持し、
当面、マイナス金利政策を継続する見込みです。従って、短期国債利回りやコールローン（金融
機関同士のごく短期の資金の貸借）翌日物金利など、主要投資対象である短期公社債および短期
金融商品の利回りは引き続きマイナス圏での推移を想定します。
　残存０年から１年３ヵ月までの公社債や短期金融商品で利回りのマイナス幅が小さい投資対象
を選定し、マイナス利回りの影響を抑制することに配慮して運用を行います。

１万口当たりの費用明細（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要
(a) そ の 他 費 用 1円 0.006％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用（そ の 他） (1) (0.006)
合 計 1 0.006

期中の平均基準価額は9,954円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

当期中の売買及び取引の状況（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額

千円 千円

国 内
国 債 証 券 6,035 －

特 殊 債 券 5,940 －
(11,700)

※金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）
※（　）内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
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マネー・トラスト・マザーファンド

利害関係人との取引状況等（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

当期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

組入れ資産の明細（2023年10月12日現在）

公社債

Ａ　債券種類別開示

国内（邦貨建）公社債

区 分

期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 6,000 6,020 37.8 － － － 37.8
(    －) (    －) (  －) (－) (－) (－) (  －)

特 殊 債 券
（除く金融債券）

5,900 5,925 37.2 － － － 37.2
( 5,900) ( 5,925) (37.2) (－) (－) (－) (37.2)

合 計 11,900 11,946 75.0 － － － 75.0
( 5,900) ( 5,925) (37.2) (－) (－) (－) (37.2)

※（　）内は非上場債で内書きです。

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

Ｂ　個別銘柄開示

国内（邦貨建）公社債

種 類 銘 柄
期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日

％ 千円 千円

国 債 証 券
332　10年国債 0.6000 3,000 3,004 2023/12/20

335　10年国債 0.5000 3,000 3,016 2024/09/20

小 計 － 6,000 6,020 －

特 殊 債 券
（除く金融債券）

215　政保道路機構 0.6690 3,000 3,011 2024/04/30

３　政保新関西空港 0.6440 2,900 2,913 2024/06/26

小 計 － 5,900 5,925 －

合 計 － 11,900 11,946 －
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マネー・トラスト・マザーファンド

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2023年10月12日現在）

項 目 期 末
(A) 資 産 15,933,729円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 3,972,122
公 社 債(評価額) 11,946,553
未 収 利 息 14,561
前 払 費 用 493

(B) 負 債 153
そ の 他 未 払 費 用 153

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 15,933,576
元 本 16,009,841
次 期 繰 越 損 益 金 △ 76,265

(D) 受 益 権 総 口 数 16,009,841口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,952円

※当期における期首元本額16,009,841円、期中追加設定元本額0円、
期中一部解約元本額0円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は以下の通りです。
ライフ・ジャーニー（かしこく育てるコース） 2,543,560円
ライフ・ジャーニー（かしこく使うコース） 2,453,434円
ライフ・ジャーニー（充実して楽しむコース） 721,009円
人生100年時代・世界分散ファンド（資産成長型） 100,141円
人生100年時代・世界分散ファンド（３％目標受取型） 100,141円
人生100年時代・世界分散ファンド（６％目標受取型） 100,141円
人生100年応援ファンド（資産成長コース） 64,109円
人生100年応援ファンド（ちょっぴり受取コース） 32,055円
人生100年応援ファンド（おもいっきり受取コース） 24,041円
ＭＦＳ・グローバル株式ファンド 100,181円
テトラ・エクイティ 1,503,157円
ボンド・ゼロトリプル（予想分配金提示型） 300,632円
ボンド・ゼロトリプル（資産成長型） 300,632円
テトラ・ネクスト 3,712,251円
ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジあり）� 1,003,311円
ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし）� 1,003,311円
ＰＩＭＣＯグローバル・ターゲット戦略債券ファンド2021－06（限定追加型）� 903,343円
バロン・グローバル・フューチャー戦略ファンド（資産成長型）� 20,087円
バロン・グローバル・フューチャー戦略ファンド（予想分配金提示型）� 20,087円
クライメート・ソリューション・ファンド 1,004,218円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。

損益の状況
（自2022年10月13日　至2023年10月12日）

項 目 当 期
(A) 配 当 等 収 益 81,055円

受 取 利 息 83,101
支 払 利 息 △ 2,046

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △88,608
売 買 益 210
売 買 損 △88,818

(C) そ の 他 費 用 等 △ 936
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 8,489
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △67,776
(F) 合 計(Ｄ＋Ｅ) △76,265

次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) △76,265

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

お知らせ
＜約款変更について＞

　該当事項はございません。

投資信託財産の構成� （2023年10月12日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 11,946 75.0
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 3,987 25.0
投 資 信 託 財 産 総 額 15,933 100.0
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